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かみかわ町議会だよりはユニバーサルデザインフォントを使用しています。

議会の傍聴について

新型コロナウイルスの感染状況により、議会の傍聴人数を
制限する場合がありますので、ご了承ください。

第３回定例会は６月

日㈭

日㈮

［午前９時～  一般質問等］から

［午前９時～  質疑・討論・採決等］
を予定しています。
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町内の風景写真
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2【令和８年３月定例会】かみかわ町議会だより

　令和９年３月３１日をもって閉校する神
泉小学校の閉校式典のほか、交流事業、記
念碑、記念誌などの事業を実施します。

　樹木粉砕機等の導入により裁断、積込み、運搬作
業を効率化することが可能となります。処理工程で
薪にできる部分については、ゴミから燃料資源への
転換が図られます。

　近年の猛暑による小学校児童の熱中症対
策及び水分補給のため、各小学校に冷水機
を導入します。

　第２八日市踏切は神川中学校への通学路にもなっていますが、現在は踏切内に歩道の設置
がなく、生徒や歩行者の安全な通行に支障をきたしています。踏切の拡幅工事を行うことで、
歩車の分離ができ、通行時の安全が守られるようになります。

予算額　410万円

予算額　1,019万円

予算額　5,866万円

学校統合に係る閉校事業

｢活樹｣による地域の好循環事業｢活樹｣による地域の好循環事業

予算額　31万円
小学校冷水機導入事業

JR八高線第２八日市踏切拡幅工事

１
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4

令和８年度新規事業議会が注目
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　神川町に居住の方で、新幹線を使って通勤・通学する場
合の新幹線定期券の購入費に対し上限２万円を補助します。

予算額　480万円
新幹線定期券購入補助(通勤・通学)５

　防犯意識向上と安全安心なまちづくりを推進するため、
住宅等において防犯対策に要した費用に対し上限２万円を
補助します。

予算額　50万円
住宅等防犯対策補助金８

　特定外来生物クビアカツヤカミキリの被害拡大を防止す
るため、被害木の伐採や薬剤防除を行う方に対し上限
１０万円を補助します。

予算額　100万円
クビアカツヤカミキリ対策事業クビアカツヤカミキリ対策事業７

　子育て世帯の移住定住を促進するため、町外からの移住
世帯で、転入後５年以上継続して居住し、１８歳未満の世
帯員がいる世帯に対し３０万円を支給します。

予算額　900万円
子育て世代移住支援金事業６
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　地域おこし協力隊制度を活用することにより、神川町の魅力を全国へ発信、移住定住促進
と地域活性化を目的とするものです。

予算額　251万円
地域おこし協力隊を活用した移住・定住促進10

　町内に住所を有する６５歳以上で、中等度難聴と認める
医師の意見書のある方へ、管理医療機器と認定された補聴
器の購入費用に対し２万円を補助します。

予算額　50万円
高齢者補聴器購入費助成事業高齢者補聴器購入費助成事業９

議会活性化特別委員会について
　３月定例会にて、議会活性化特別委員会が設置されました。
　議会基本条例の策定を目的とし、議会の役割や運営の在り方を見直しながら、公正で透明性
の高い議会運営の確立を目指すとともに、町民参加の促進や情報公開の充実を図り、議会機能
の強化と活性化を推進するための特別委員会です。
　議会活性化に向けて、11名の委員に議長をオブザーバーとして加え、議会が一丸となって取
り組んでまいります。

　令和８年３月３１日（火）に、『議会基本条例について～基礎編～』をテーマに、関東
学院大学法学部地域創生学科教授の牧瀬稔氏による講演を受け、議会基本条例は単なる理
念の整理ではなく、議会の役割や責任を明確にし、住民に開かれた議会を実現するための
「実効性あるルール」であると強く感じました。
　特に、情報公開の徹底や住民参加の仕組みづくり
の重要性、議員一人ひとりの説明責任の重さについ
て具体的に学ぶことができました。
　また、条例は制定して終わりではなく、運用と検
証を繰り返すことで議会改革を継続していく必要が
ある点が印象に残るとともに、今回の講習を通じて、
自らの議会活動を見直し、より信頼される議会づく
りに取り組む必要性を改めて認識しました。

議会活性化特別委員会研修会議会活性化特別委員会研修会議会活性化特別委員会研修会議会活性化特別委員会研修会議会活性化特別委員会研修会議会活性化特別委員会研修会
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　議員が町の施策、将来展望等の説明を町長などに求め、適切な町政　議員が町の施策、将来展望等の説明を町長などに求め、適切な町政
運営を行っているかチェックするものです。運営を行っているかチェックするものです。
　一般質問の全文は、議会事務局の会議録で閲覧することが出来ます。　一般質問の全文は、議会事務局の会議録で閲覧することが出来ます。
また、町ホームページの神川町議会からも閲覧できます。また、町ホームページの神川町議会からも閲覧できます。

P.8 P.8 P.7 P.7 P.6 P.6 P.6 P.6 P.6

下
水
道
の
将
来
像

町
政
運
営

神
川
町
の
知
名
度
向
上

住
民
の
健
康
増
進
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

こ
ど
も
医
療
費
代
行
申
請

地
域
福
祉
の
推
進

包
括
的
性
教
育
の
理
解

聞
こ
え
の
確
保
に
よ
る
認
知
症
予
防
の
取
組

子
育
て
支
援
策
の
拡
充

町政を問う ～ 一般質問 ～

令和８年 第２回定例会

どの質問に興味がありますか？

　令和８年第２回定例会は、３月４日から18日までの15日間の会期で開かれ、町政に対する「一般質
問（※１）」の他、町長から提案された令和８年度一般会計及び特別会計の当初予算８件や、補正予
算９件をはじめ、条例改正６件、人事案件等11件を審議し、原案のとおり可決・同意・承認しました。
　また、選挙管理委員会及び補充員の選挙、決議１件並びに議員提案の意見書１件も可決されました。
　なお、陳情書１件は採択され、１件は不採択となりました。（議案一覧及び審議結果は９ページ以
降をご覧ください。）

「一般質問」とは(※１）
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一 般 質 問

地
域
で
の
支
え
あ
い
の
強
化
を
！

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
地
域
全
体

で
支
え
る
体
制
強
化
が
重
要
で
あ
る
。

特
に
、
介
護
保
険
で
対
応
し
き
れ
な

い
生
活
支
援
や
制
度
対
象
外
の
方
へ

の
支
援
に
は
、
地
域
住
民
や
関
係
団

体
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
社

協
等
の
役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
町
と
社
協
等
の
取
組
、

そ
の
進
捗
・
成
果
・
課
題
の
評
価
を

伺
う
。

　
町
で
は
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
に
独
居
高
齢
者
訪
問
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
介
護
保
険
や
福

祉
制
度
、
社
協
事
業
に
つ
な
げ
て
い

る
が
、
本
人
の
意
向
や
担
い
手
不
足

で
利
用
が
進
ま
な
い
課
題
が
あ
る
。

　
今
後
は
高
齢
者
増
加
を
見
据
え
訪

問
強
化
と
担
い
手
確
保
を
図
り
、
地

域
包
括
ケ
ア
の
も
と
関
係
者
と
連
携

し
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

県
境
地
域
の
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
課
題

　
県
境
に
位
置
す
る
神
川
町
で
は
、

埼
玉
県
内
は
現
物
給
付
で
窓
口
負
担

が
不
要
で
す
が
、
受
診
の
多
い
群
馬

県
内
で
は
償
還
払
い
と
な
り
保
護
者

に
負
担
が
生
じ
て
い
る
。
申
請
代
行

制
度
も
申
出
制
で
周
知
不
足
が
あ
り
、

十
分
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
県
境
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
協
定
拡
充
や

現
物
給
付
化
、
運
用
改
善
に
つ
い
て

町
の
見
解
を
伺
う
。

　
県
外
の
医
療
機
関
で
は
償
還
払
い

と
な
り
保
護
者
の
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
町
で
は
医
療
機
関
と
協
定
を
結

び
申
請
代
行
制
度
を
実
施
し
て
お
り
、

現
在
20
か
所
以
上
と
締
結
し
て
い
る
。

　
今
後
も
協
定
拡
大
と
周
知
に
努
め

つ
つ
、
現
物
給
付

化
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
の
動
向
を

踏
ま
え
対
応
し
て

い
く
。

新井　太一 議員

地
域
福
祉
の
推
進

Q

こ
ど
も
医
療
費
代
行
申
請

Q

町
長
答
弁

A

町
長
答
弁

A

中
学
生
の
修
学
旅
行
費
は

　
修
学
旅
行
も
授
業
の
一
環
で
あ
る

た
め
、
中
学
校
修
学
旅
行
費
の
保
護

者
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
考
え
が
あ

る
か
伺
う
。

　
修
学
旅
行
は
、
生
徒
が
見
分
を
広

め
、
マ
ナ
ー
等
を
養
う
極
め
て
教
育

的
意
義
の
高
い
行
事
で
あ
る
。
一
方

で
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
が
重
い

こ
と
も
認
識
し
て
る
。

　
今
後
、
財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が

ら
研
究
す
る
。

補
聴
器
購
入
費
助
成
を

　
高
齢
者
の
生
活
の
質
向
上
と
認
知

症
予
防
の
観
点
か
ら
、
老
人
性
難
聴

者
の
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
が
必
要

と
思
う
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
県
内
で
も
導
入
す
る
自
治
体
が
広

が
っ
て
い
る
の
で
、
町
で
は
令
和
８

年
度
新
規
事
業
と
し
て
、
補
助
制
度

導
入
に
係
る
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
調
整
が
必
要
な
こ
と
等
、
購

入
時
の
注
意
点
も
周
知
す
る
。

人
権
を
学
び
性
暴
力
か
ら
住
民
を
守
る

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
り
、
性
に
関

す
る
誤
情
報
が
氾
濫
す
る
今
、
人
権

・
多
様
性
の
尊
重
等
を
基
盤
と
し
た

「
包
括
的
性
教
育
」
を
学
ぶ
必
要
性

を
感
じ
て
い
る
。
町
民
の
身
体
と
心

の
健
康
維
持
の
た
め
に
、
理
解
を
広

め
る
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　
令
和
８
年
度
は
、
コ
ス
モ
ス
ま
つ

り
会
場
で
全
世
代
を
対
象
に
ミ
ニ
ユ

ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
催
を
計
画
し
て

い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
暴
力
等

を
含
め
た
知
識
習
得
の
場
を
検
討
す
る
。

　
ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
事
前
希
望

制
に
よ
り
中
学
校
内
で
開
催
し
、
互

い
の
生
命
、
人
権
を
尊
重
し
、
適
切

な
判
断
、
意
思
決
定
に
基
づ
く
行
動

選
択
力
を
育
成
し
て
い
る
。

　
今
後
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
、
幅

広
い
性
教
育
に
関
す
る
正
し
い
情
報

か
ら
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
。

川浦　雅子 議員

子
育
て
支
援
策
の
拡
充

Q
聞
こ
え
の
確
保
に
よ
る

　
　
認
知
症
予
防
の
取
組

Q

包
括
的
性
教
育
の
理
解

Q

教
育
長
答
弁

A
町
長
答
弁

A

町
長
答
弁

A
教
育
長
答
弁

A
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一 般 質 問
健
康
長
寿
に
繋
が
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
導
入
の
可
能
性

　
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
選
手

の
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
受
け
、
特
に

カ
ー
リ
ン
グ
に
注
目
し
て
い
た
が
、

氷
上
の
ス
ポ
ー
ツ
の
た
め
、
地
域
で

の
実
施
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
神
奈
川
県
伊
勢
原
市

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、
漬
物

石
を
ス
ト
ー
ン
に
、
コ
ー
ト
は
農
業

用
防
虫
ネ
ッ
ト
で
手
作
り
し
、
楽
し

ん
で
い
る
様
子
が
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ

れ
た
。

　
こ
の
取
組
は
、
健
康
増
進
や
小
中

学
生
の
好
奇
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、

幅
広
い
年
齢
の
人
達
が
参
加
で
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ス
ラ
イ

ド
ス
ト
ー
ン
ゲ
ー
ム
を
導
入
す
る
考

え
が
あ
る
か
伺
う
。

　
提
案
い
た
だ
い
た
ス
ラ
イ
ド
ス
ト

ー
ン
に
つ
い
て
は
、
漬
物
石
や
防
虫

ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
、
安
価
に
、
し

か
も
気
軽
に
楽
し
め
る
興
味
深
い
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
と
承
知
し
て

い
る
が
、
町
で
は
既
に
ス
ラ
イ
ド
ス

ト
ー
ン
に
類
似
し
た
フ
ロ
ア
カ
ー
リ

ン
グ
や
モ
ル
ッ
ク
、
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど

の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進
に

努
め
て
い
る
。

　
ス
ラ
イ
ド
ス
ト
ー
ン
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

ま
た
、
学
校
授
業
へ
の
導
入
は
、
ほ

か
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
の
兼
ね
合

い
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

脱
炭
素
化
で
神
川
町
の
知
名
度
度
向
上
を

　
神
川
町
の
知
名
度
向
上
策
と
し
て
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
軸
に
し
た
施
策
を
提

案
す
る
。

　
自
動
車
排
ガ
ス
対
策
と
し
て
Ｅ
Ｖ

・
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
等
の
普
及
と
充
電
設
備

拡
充
が
必
要
と
考
え
る
が
、
現
状
は

台
数
・
イ
ン
フ
ラ
と
も
十
分
と
は
言

え
ず
、
補
助
制
度
の
周
知
強
化
や
官

民
連
携
に
よ
る
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

加
え
て
、
公
共
施
設
へ
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
導
入
を
進
め
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
に
よ
る
電
力
費
削
減
と

脱
炭
素
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
施
策
を
迅
速
・
先
進
的
に

推
進
す
る
事
で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
へ
の
挑
戦
と
し
て
マ
ス
コ
ミ

の
注
目
を
集
め
、
使
用
電
力
量
の
削

減
、
災
害
時
の
電
力
確
保
に
つ
な
げ
、

神
川
町
の
知
名
度
向
上
に
寄
与
す
る

と
考
え
る
が
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
町
で
は
２
０
５
０
年
ま
で
の
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
達
成
を
目
指
し
、
省
エ
ネ

設
備
等
設
置
を
支
援
す
る
補
助
金
制

度
を
設
け
、
町
・
町
民
・
事
業
者
が

一
体
に
な
り
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
公
用
車
に
つ
い
て
は
更
新
時
期
を

迎
え
た
車
か
ら
Ｅ
Ｖ
車
等
に
転
換
し
、

充
電
設
備
も
補
助
制
度
の
活
用
可
能

性
を
含
め
検
討
す
る
。
公
共
施
設
へ

の
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
は
過
去

に
は
見
送
っ
た
が
、
今
後
は
改
修
整

備
時
期
等
に
お
い
て
費
用
対
効
果
も

含
め
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
環
境
負
荷
低
減
と
財
政
健
全
の
両

立
を
見
据
え
、
神
川
町
の
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
。

出典:神奈川県伊勢原市老人クラブ連合会HP

柴崎　愛子 議員

坂本　貴佳 議員

住
民
の
健
康
増
進
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

Q

神
川
町
の
知
名
度
向
上

Q

教
育
長
答
弁

A

町
長
答
弁

A



8【令和８年３月定例会】かみかわ町議会だより

一 般 質 問
町
政
運
営
と
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に

あ
た
っ
て
の
推
進
施
策
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
２
月
よ
り
櫻
澤
町
政
の

２
期
目
が
ス
タ
ー
ト
す
る
中
で
、
町

長
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
子
育
て
支
援
、
健
康
長
寿
、

環
境
、
防
災
対
策
、
開
か
れ
た
行
政

な
ど
、
地
域
住
民
の
連
携
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
旨
を
訴
え
た
。　

　
そ
こ
で
、
令
和
８
年
度
の
予
算
案

に
つ
い
て
、
持
続
可
能
な
ま
ち
の
実

現
の
た
め
に
優
先
し
て
取
り
組
み
た

い
と
考
え
る
推
進
施
策
に
つ
い
て
伺

う
。

　
教
育
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
保

育
料
、
給
食
費
無
償
化
の
継
続
、
認

定
こ
ど
も
園
整
備
、
小
学
校
統
合
準

備
等
、
更
な
る
充
実
を
図
る
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実
験
や
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
で
は
、
デ
マ

ン
ド
交
通
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た

め
、
停
留
所
の
増
設
や
高
齢
者
等
の

運
賃
割
引
を
行
う
。

　
空
き
家
対
策
と
し
て
新
た
に
空
き

家
実
態
調
査
を
実
施
し
、
遊
休
農
地

解
消
、
地
球
環
境
、
防
災
対
策
で
も
、

更
な
る
充
実
を
図
る
。

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
実
現
に

つ
い
て
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
を
活
用
し
た
移
住
定
住
促
進
事
業

の
他
、
新
幹
線
通
勤
通
学
補
助
事
業
、

子
育
て
世
帯
移
住
支
援
金
事
業
を
実

施
す
る
。

　
持
続
可
能
で
明
る
く
活
力
あ
る
神

川
町
に
な
る
よ
う
、
施
策
の
実
現
に

当
た
る
。

次
世
代
の
た
め
の
備
え

　
下
水
道
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
神

川
町
の
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

事
業
は
生
活
環
境
の
向
上
と
公
共
用

水
域
の
保
全
を
目
的
に
整
備
さ
れ
て

き
た
が
、
供
用
開
始
か
ら
約
20
年
が

経
過
し
、
管
渠
や
処
理
施
設
の
老
朽

化
対
策
、
機
械
設
備
の
更
新
投
資
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
使
用

料
収
入
の
減
少
も
予
想
さ
れ
、
財
政

状
況
は
厳
し
い
。
今
後
は
事
業
継
続

や
段
階
的
縮
小
、
合
併
浄
化
槽
へ
の

転
換
な
ど
複
数
シ
ナ
リ
オ
を
比
較
検

討
し
、
将
来
の
方
向
性
を
整
理
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
本
町
の
下
水
道
事
業
は
、
渡
瀬
地

区
の
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
と

元
原
・
熊
野
堂
地
区
の
流
域
関
連
下

水
道
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、

人
口
減
少
に
よ
る
使
用
料
収
入
の
減

少
や
物
価
高
騰
に
よ
る
維
持
管
理
費

の
増
加
で
経
営
は
厳
し
い
。
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
の
割
合
が
大
き
く
、

使
用
料
の
み
で
経
営
を
成
り
立
た
せ

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

の
20
年
先
を
見
据
え
、
施
設
更
新
に

よ
る
事
業
継
続
だ
け
で
な
く
、
費
用

負
担
の
観
点
か
ら
事
業
の
方
向
性
を

検
証
し
、
将
来
の
財
政
負
担
を
踏
ま

え
た
持
続
可
能
な
経
営
を
目
指
し
て

事
業
を
運
営
し
て
い
く
。

野口　弘吉 議員

福島　康弘 議員

町
政
運
営

Q

下
水
道
の
将
来
像

Q

町
長
答
弁

A

町
長
答
弁

A
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議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

町 

長 

提 

出 

議 

案

神川町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
　学校医等の報酬について、近隣自治体との均衡を保つための条例改正。 ◯
神川町職員の給与に関する条例及び一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正す
る法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の一部を改正する条例
　一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の改正
を行う。

◯

神川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　子ども・子育て支援法改正により、少子化対策強化を財政面から支えるため、所要の
改正を行う。

△

神川町立幼保連携型認定こども園設置に伴う関係条例の整備に関する条例
　神川町立幼保連携型認定こども園設置に伴う関係条例の整備を行う。 ◯
神川町公民館条例の一部を改正する条例
　公の施設の使用料の均衡と受益者負担の適正化を図るため、所要の改正を行う。 ◯
神川町城峯公園条例の一部を改正する条例
　安定的な施設運営のため、使用料金の改定を行う。 ◯

令和７年度神川町一般会計補正予算（第７号） ◯
令和７年度神川町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ◯
令和７年度神川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） ◯
令和７年度神川町介護保険特別会計補正予算（第３号） ◯
令和７年度神川町営バス事業特別会計補正予算（第２号） ◯
令和７年度神川町観光事業特別会計補正予算（第３号） ◯
令和７年度神川町水道事業会計補正予算（第４号） ◯
令和７年度神川町下水道事業会計補正予算（第３号） ◯
令和８年度神川町一般会計予算
　神川中学校への空調設備整備やＪＲ八高線の第２八日市踏切の拡張、さらに高齢者の
補聴器購入助成をはじめ、安全で快適に暮らせるまちづくりのための予算を計上。歳入
歳出総額それぞれ６８億６，１００万円と定める。

△

令和８年度神川町国民健康保険特別会計予算
　予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億３，８５８万９千円と定める。 △
令和８年度神川町後期高齢者医療特別会計予算
　予算の総額を歳入歳出それぞれ２億１，００３万４千円と定める。 △
令和８年度神川町介護保険特別会計予算
　予算の総額を歳入歳出それぞれ１１億３，３７５万７千円と定める。 △
令和８年度神川町営バス事業特別会計予算
　予算の総額を歳入歳出それぞれ２，１２２万８千円と定める。 ◯
令和８年度神川町観光事業特別会計予算
　予算の総額を歳入歳出それぞれ１，５３７万９千円と定める。 ◯
令和８年度神川町水道事業会計予算
　第３条予算の収益的収入を３億５２５万３千円、支出を３億２０１万１千円と定め、
第４条予算の資本的収入を７，５７０万円、支出を１億４，０８０万４千円と定める。

◯

令和８年度神川町下水道事業会計予算
　第３条予算の収益的収入を１億７，０５２万２千円、支出を１億３，９３７万４千円と
定め､第４条予算の資本的収入を４，９０６万円、支出を１億１１５万４千円と定める。

◯

３月定例会議案一覧及び審議結果３月定例会議案一覧及び審議結果

　　　　※【審議結果】〇全員賛成（可決） 　△賛成多数（可決） 　×賛成少数（否決）
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議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

町 

長 

提 

出 

議 

案

副町長の選任につき同意を求めることについて
　副町長、金子亨氏の任期満了（令和８年３月３１日）に伴い、町長から再任案が提出され、
満場一致で同意される。

◯

監査委員の選任につき同意を求めることについて
　飯島正文氏の任期満了（令和８年３月１８日）に伴い、町長から再任案が提出され、
満場一致で同意される。

◯

公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて
　齋藤里江氏の任期満了（令和８年３月２３日）に伴い、町長から再任案が提出され、
満場一致で同意される。

◯

公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて
　設楽一男氏の任期満了（令和８年３月２３日）に伴い、町長から再任案が提出され、
満場一致で同意される。

◯

公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて
　田村巌氏の任期満了（令和８年３月２３日）に伴い、町長から穐山要樹氏の推薦案が
提出され、満場一致で同意される。

◯

工事請負契約の締結について
　神川中学校体育館空調設備及び非常用発電機設置工事について、契約を締結する。 ◯
辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画について
　辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律に基づき、
矢納辺地に係る総合整備計画を定める。

◯

神川町過疎地域持続的発展計画について
　過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第４４条第４項の規定により本計画
を定める。

◯

神川町平和のまち宣言について
　神川町が世界の恒久平和の実現を願い、非核三原則の遵守と核兵器の廃絶を、町民と
共に訴えていくため宣言する。

◯

町道路線の廃止について
　町道管理の整合性を図るため、町道から廃止する。 ◯

町道路線の認定について
　町道管理の整合性を図るため、町道として認定する。 ◯

令和７年度神川町一般会計補正予算（第８号）
　事業完了が翌年度に及ぶ事業を、自治法の規定に基づき繰越明許として設定する。 ◯

選
　
挙

選挙管理委員の選挙について
　地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選により満場一致で選任される。
　【選挙管理委員４名】小川静男氏　藤田昌男氏　小島健司氏　秋山英二氏

◯

選挙管理委員補充員の選挙について
　地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選により満場一致で選任される。
　【選挙管理委員補充員４名】伊藤勝行氏　櫻澤芳江氏　柴﨑紀夫氏　櫻澤輝夫氏

◯

議
員
提
出
議
案

議会活性化特別委員会設置に関する決議について
　議会基本条例の策定に係る集中審議を行うため、議会活性化特別委員会を設置する。 ◯
美里町の埼玉県議会議員選挙区を北第３区から北第２区に戻すことに関する意見書
　児玉郡及び本庄市が同一の選挙区となるよう、見直しを要望する。 ◯

陳
　
情

町道１３５１号線延伸及び舗装工事
　総務経済常任委員会は「全会一致」で採択し、本会議も採択となる。 ◯
政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める陳情書
　総務経済常任委員会は「全会一致」で不採択とし、本会議も不採択となる。 ×

３月定例会議案一覧及び審議結果３月定例会議案一覧及び審議結果

　　　　※【審議結果】〇全員賛成（可決） 　△賛成多数（可決） 　×賛成少数（否決）
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議案名等と各議員の賛否
賛成：〇　反対：×

１
剣
持
真
菜
美

２
新
井　
太
一

３
四
方
田
繁
男

４
林
部　
葉
月

５
福
島　
康
弘

６
川
浦　
雅
子

７
野
口　
弘
吉

８
坂
本　
貴
佳

９
堀
川　
光
宣

10
赤
羽
奈
保
子

11
坂
田　
弘

12
柴
崎　
愛
子

審
議
結
果

町
長
提
出
議
案

神川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ - ○ ○ 可決

令和８年度神川町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ - ○ ○ 可決

令和８年度神川町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ - ○ ○ 可決

令和８年度神川町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ - ○ ○ 可決

令和８年度神川町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ - ○ ○ 可決

            ※－ 赤羽奈保子議長（議事進行）は採決に加わりません。

各議員の賛否の状況(全員賛成の議案等を除く)各議員の賛否の状況(全員賛成の議案等を除く)

活動報告
児玉郡町議会議員 後期研修会

第2回神川町議会と青小6年生が神川町の未来について語り合う会

新規事業研修会

　「議会が行うべき政策議論・政策提言とは何か～データに基づく
児玉郡の現状と課題について～」と題し、地方公共団体政策支援機
構の渡辺太樹氏より講演をいただきました。
　町の課題や議会が取り組むべきことなど、グループワークも交え
ての研修で改めて私たち議会の役割の大切さ、また、議員のあり方
を学び直す機会となりました。

　令和８年１月21日(水)に青柳小学校６年生による総合的な学習の
時間において、神川町の未来について議員と語り合う会が開催され
ました。
　児童はこれまでの調査や話合いを基に、町の魅力や課題を踏まえ
た「神川プラン」を発表。議員は各グループに分かれ、質問や助言
を行いながら意見交換を行いました。
　児童達が地域を自分事として捉え、主体的に未来を考える貴重な
学びの機会となっていて、私達大人が刺激を頂きました。

　３月12日(木)、議場にて、各課の担当者から、令和８年度の２００万円以上の新規事業を中心に、事業内容
の説明を受けました。
　議員からは、事業の目的や疑問などに対して質問があり、今後のまちづくりを検討していくうえで、大変有
意義な研修となりました。



12

かみかわ町議会だより

●編集　神川町議会だより編集委員会　　〒367-0292　児玉郡神川町大字植竹909
●発行　埼玉県児玉郡神川町議会　　　　☎0495(77)0707　Fax0495(77)5771
http://www.town.kamikawa.saitama.jp

議　会　活　動　報　告

　

ス
マ
ホ
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と

「
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
神
川
町
議
会
の
ペ
ー
ジ
」
が

閲
覧
で
き
ま
す
。

９
月
定
例
会
は
、
9
月
４
日

(

金)

か
ら
開
催
予
定
で
す
。

ス
マ
ホ
で
議
会
！

総務経済常任委員会
　令和８年３月10日(火)総務経済常任委員会を開催し、執行部から建設課職員の出席を求め、
現地では陳情者立合いのもと、四軒在家地内の「町道の舗装についての陳情」１件を慎重に審

査しました。執行部からは「町全体の優先順位を考え
検討したい。」との説明があり、採決の結果採択とい
たしました。
　また、「政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を
求める陳情書」について、総務課の出席を求め審査し
ました。当町における現状も確認しながら、慎重審議
の結果不採択といたしました。

編
集
後
記

　
紫
陽
花
の
花
が
雨
に
映
え
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
今
号
で
は
３
月
定
例
会
で
の
予
算
審
議
や
、

新
規
事
業
に
つ
い
て
詳
し
く
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
３
月
議
会
で
は
「
議
会
活
性
化
特
別
委
員

会
」
も
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
が

ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
赤
羽
奈
保
子
）

　
　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
・
委
員
長　
　
新
井　
太
一

　
　
　
　
　
　
・
副
委
員
長　
剣
持
真
菜
美

　
　
　
　
　
　
・
編
集
委
員　
野
口　
弘
吉　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
島　
康
弘　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
羽
奈
保
子

文教厚生常任委員会協議会
　　令和８年３月11日(水)神川中学校においてユースクリニックを視察しました。
　本事業は昨年に続き２回目の開催となるもので、中学３年生全員を対象に、身近に相談でき
る場の存在を周知するとともに、正しい知識の習得を目的として実施されています。講演内
容を踏まえ、避妊や性感染症予防に関する展示を見学し、
フェムテックコーナー、避妊コーナー、キラキラケース
コーナー、書籍ブースにおいて、ユースクリニックスタ
ッフから説明を受けました。
　実際に見て学ぶ機会となり、理解促進に有意義な取組
であると感じました。 


